



万 ，不明が 万 となっている．入会林野近代化法






．課 題 設 定
入会林野近代化政策の限界とコモンズ論の台頭
日本の入会林野等の面積は 年で約 万 を数











事業は，第 期（ 年）の約 万 ，第 期（
年）の約 万 ，第 期（ 年）の約






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と齢級 ・ の林分（ 年生， 年生）を両
極とした期間に集中していることがわかる．貫見 名共
有体発足直後，つまり戦後の農民的造林の進展期（齢級










山形大学紀要（農学）第 巻 第 号
図 齢級別植栽面積と累計面積（スギ・マツ合計）








































反映して， 貫見 名共有体に対して権利者には 今ま
で自分たちの財産だった林野の放棄，同共有体の解散は
避けたい との意見が多い． しかし， 権利継承者が














































地裁判決は 会則は憲法 条に違反する として全面的










































































山形大学紀要（農学）第 巻 第 号
会・部落会は行政の下請機関として利用され，戦時中は
戦時遂行のための末端機関としての役割をはたしたとい
































































































































































山形大学紀要（農学）第 巻 第 号
してきた点を原則的に評価する（松原邦明 入会林
野近代化政策の展開と入会林野の意義 東日本入

























郎編 社会的共通資本 コモンズと都市 東京大
学出版会， 年）．また，宇沢弘文 コモンズと
入会 東日本入会林野研究会会報 第 号， 年，
頁，にも詳しい．
）マルクス 資本主義的生産に先行する諸形態 経



















































































村落と環境 第 号，村落環境研究会， 年，
頁．なお，他に半田良一 入会とコモンズ 国
民と森林 第 号， 年， 頁，同 入会集
団・自治組織，そしてコモンズ 中日本入会林野
研究会会報 第 号， 年， 頁．
）黒澤一清 生産組合運動の現段階的意義 日本漁業
における生産組合運動の性格とその諸問題 漁






















の《上》 琉球新報， 年 月 日），同 建前上
差別は違法と断定 実際には生かれぬ判決 （同上




入会林野研究会会報 第 号， 年， 頁）．
） 大きな前進 と原告 世帯主 解釈で依然懸念












学論集 第 号， 年， 頁．
）中西五州 理想社会への道 私の資本主義改造論
同時代社， 年， 頁．
）牛見章 解説 住宅・宅地・都市問題 ドメス出版，
年， 頁．



















） 年発効の フランスの森林基本法 （ジェトロ，
年）から，その一部を引用する． フランスの
私有林の所有者は 万人を数えるが， 以上を
所有しているのは 万人にしかすぎないことから
も，私有林の区画が細分化していることがわかる．
大量の木が犠牲になった 年 月の大嵐後，私有
林の区画統合が加速したが，同基本法においても，
森林区画の統合ひいては森林の環境管理が目的のひ
とつとなっている．区画整理，あるいは交換分合は
税制措置と抱きあわせになっており，たとえば
ユーロ未満の私有林区画の売却時における免税措
置，小規模区画（ ）に関する環境保全契約時
の税制優遇措置等が制定された． また，森林区画
の投資を促進するために，公的貯蓄を支柱とする新
制度が同基本法第 条に規定されている．これは，
森林区画の新規購入，あるいは同森林基本法を機に
設立された森林貯蓄会社（略）の資本の一部を取得
する自然人，私人に対して，一人当たり ユーロ
を上限に投資額の が免税されるという措置であ
る （下線は引用者）
林野コモンズ論に関する実証的研究 ─菊間・中鉢・小川
